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ライカ手術用顕微鏡鏡システムをお買い上げいただき、ありがとうござ
います。

弊社は、分かりやすく操作性にすぐれた製品の開発に努めております。
しかしながら、本製品の機能を充分にお使いいただくためにも、この
説明書をよくお読みくださいますようお願いいたします。

ライカ マイクロシステムズの製品とサービス、および連絡先については、以
下のウェブサイトをご覧ください。

www.leica-microsystems.com

弊社製品をお選びいただき、ありがとうございます。皆様が、ライカ マ
イクロシステムズ手術用顕微鏡の品質、性能にご満足いただけること
を願っております。

Leica Microsystems (Schweiz) AG
Medical Division
Max Schmidheiny-Strasse 201
CH-9435 Heerbrugg

Tel:	 +41 71 726 3333
Fax:	 +41 71 726 3334
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はじめに

1	 はじめに
1.1	 本取扱説明書 /設置説明書について
この取扱説明書では手術用顕微鏡ライカ M620 F12 について説明します。

この取扱説明書では、本装置を使用するうえでの注意事項
のほかに、安全上の重要な情報を説明しています（3 章を
参照）。

	X 装置を操作する前に本取扱説明書をよくお読みください。

1.2	 本書で使用する記号
本書で使用する記号の意味は、以下の通りです。

記号 アラート 意味

警告 死傷事故につながるおそれのある危険な状
況あるいは不適切な使用方法を示します。

注意 軽度または中程度の負傷事故につながる恐
れのある危険な状況あるいは不適切な使用
方法を示します。

注意事項 正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、少なからぬ物的・金銭的・環境的な損害
を受ける恐れがあります。

本製品を技術的に正しく効率的に使用するた
めに役立つ情報を示します。

	X  行動の必要：ここで指定された行動を取る必
要があることを示します。

2	 製品識別情報
水平アーム下面の銘板に、製品の型名とシリアル番号が記載されてい
ます。
	X このデータを取扱説明書に記入し、弊社またはサービスへのご連絡
の際に必ずお知らせください。

型式 シリアル番号

 
...

 
...

2.1	 オプション品
本装置には追加の機能およびアクセサリーがオプションで用意されて
います。提供の有無は国ごとに、それぞれの国内法の規定によって異な
ります。詳しくはライカ マイクロシステムズ、またはお取引ディーラー
にお問い合わせください。
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安全上の注意事項

3	 安全上の注意事項
ライカ M620 F20 は最新の技術に対応した手術用顕微鏡です。しかし
ながら、使用に伴う危険がまったく存在しないわけではありません。
•	 本書に記載された指示、特に安全上の注意を必ず守ってください。

3.1	 本装置の用途
•	 ライカ M620  F20 手術用顕微鏡は、拡大と照明により対象物の良好
な像を得るための光学機器です。本システムは観察と記録、人や動
物に対する医療処置に応用できます。

•	 ライカ M620 F20 手術用顕微鏡は必ず閉じられた室内で使用し、安
定した硬い床面上に配置してください。

•	 ライカ M620  F20 手術用顕微鏡には電磁適合性に関する特殊予防
措置が適用されます。

•	 高周波通信機器は、移動式、携帯式、固定式のいかんを問わず、ラ
イカ M620  F20 手術用顕微鏡の機能性と信頼性に悪影響を及ぼす
可能性があります。

•	 ライカ M620 F20 は専門家による使用を想定して設計されています。

3.2	 使用上の注意
•	 ライカ M620 F20 手術用顕微鏡は、病院、診療所その他医療施設に
おける網膜、角膜、白内障手術などの眼科学的使用に適しています。

•	 ライカ M620 手術用顕微鏡は閉じられた室内専用です。必ず堅牢な
床、もしくは天井に据え付けてください。

•	 この取扱説明書は、装置の準備、操作、保守に当たる、訓練を受け
た医師、看護師その他の医療および技術スタッフを対象としていま
す。操作に関わる者全員に対する訓練と説明は装置所有者 /管理責
任者の義務です。

3.3	 禁忌
使用方法に関する既知の禁忌はありません。

3.4	 装置の管理責任者へのお願い
•	 手術用顕微鏡は必ず有資格者のみが使用するようにしてください。
•	 この取扱説明書を手術用顕微鏡の使用場所に常備してください。
•	 適切なユーザーが安全要求事項に従って作業していることを確認す
るために、定期的に検査を行ってください。

•	 新たに使用するユーザーに対しては徹底した指示を行い、警告記号
とメッセージの意味を説明してください。

•	 運転開始、操作、保守の責任分担を明確にしてください。またその遵
守状況をモニターしてください。

•	 手術用顕微鏡に不具合があるときには、使用できません。
•	 製品に傷害・損傷の原因となる可能性のある不具合や欠陥が確認さ
れた場合は、直ちにライカ マイクロシステムズ、またはお取引ディー
ラーまでご連絡ください。

•	 手術用顕微鏡システムに他社製アクセサリーを使用するときは、製
造者が組み合わせの安全性を確認しているかどうかをチェックしてく
ださい。また、それらのアクセサリーに関する取扱説明書を遵守して
ください。

•	 手術用顕微鏡の変更や修理はライカ認定技術者のみが実施できます。
•	 保守作業には必ずライカ マイクロシステムズ純正部品を使用してく
ださい。

•	 保守あるいは修理終了後は、弊社の技術仕様に従い、必要に応じて
装置を再調整してください。

•	 装置がライカ認定技術者以外の人物によって変更またはサービス作
業が行われた場合、保守が不適切に行われた場合（保守がライカに
よって実施されなかった場合）、あるいは不適切に取り扱われた場合、
ライカ マイクロシステムズはいかなる責任も負いません。

•	 本手術用顕微鏡が他の装置に及ぼす影響については、EN 60601-1-
2 に従ってテスト済みです。本システムは、電磁放射に関する試験お
よび電磁波耐性試験に合格しています。電磁波およびその他の放射
に関する通常の予防措置ならびに安全対策を遵守してください。

•	 電源ケーブルは必ず同梱品を使用してください。
•	 電源ケーブルは保護導体を備えた、損傷のないものでなければなり
ません。

•	 電源ケーブルは「電源入力」ソケットに機械的に固定し、不慮の抜け
を防ぐ必要があります。

•	 ライカ M620 F20 手術用顕微鏡を患者に対して使用しているときは、
いかなる部品も修理または保守を行ってはなりません。

•	 患者に対して使用しているときはランプを交換してはなりません。
•	 本装置を他の機器に隣接して使用することは避けてください。正しく
動作しなくなる可能性があります。そのように使用せざるを得ない場
合は、本装置および他の機器を観察し、正常に作動することを確認し
てください。

•	 本装置の製造元が供給または指定した以外のアクセサリー、トラン
スデューサー、ケーブルを使用すると、本装置の電磁放射の増加ま
たはイミュニティの低下を招き、正常に動作しなくなる可能性があり
ます。

•	 ライカ M620 F20 手術用顕微鏡は必ず閉じられた室内で使用し、安
定した硬い床面上に配置してください。
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安全上の注意事項

•	 移動式 RF 通信機器（アンテナケーブルや外部アンテナなどの周辺
機器を含む）は、ライカ M620 F20 の一切の部分（製造元指定のケー
ブルを含む）から 30 cm（12 インチ）以内の距離で使用してはなりま
せん。これを守らないと、この機器の性能が低下する可能性があり 
ます。

本装置の放射特性は、産業領域および病院での使用に対応
しています（CISPR  11 クラス  A）。本装置を住宅環境内で使用
する場合（そのために CISPR 11 クラス  B が通常要求される）、
本装置では無線周波数通信サービスに対する適切な保護が提
供されないことがあります。使用者は、装置の設置場所や向き
を変えるなど、軽減対策を講じる必要がある可能性があります。

ユーザーの資格

ライカ手術用顕微鏡は、資格を有し、取り扱いの訓練を受けた外科医
および助手のみが使用できます。専門的なトレーニングを修了している
必要はありません。

3.5	 装置オペレーターへの注意事項
•	 本書に記載の指示に従ってください。
•	 業務手順と作業の安全に関しては、管理責任者の指示に従ってくだ
さい。

•	 手術前および手術中に、照明の強度をチェックしてください。
•	 ブレーキをかけたままでシステムを動かさないでください。
•	 装備品がすべて正しい位置にあること（すべてのカバーが取り付け
られ、ドアが閉まっていること）を確認してから、システムを操作して
ください。

•	 感電の危険を避けるため、装置は必ず保護接地付きの電源に接続し
てください。

•	 本装置を患者に対して使用しているときは、いかなる部品も修理ま
たは保守を行ってはなりません。

•	 患者に対して使用しているときはランプを交換してはなりません。

眼科手術中の光毒性網膜損傷

警告 
長時間の曝露による目の損傷
装置の照明は有害となる可能性があります。眼の損傷の危険
性は曝露時間とともに増大します。
	X 装置の照明への眼の曝露時間が基準危険値を超えないよ
うにしてください。この装置の場合、光量最大のとき、曝露
時間 3 分 35 秒で基準危険値を超えることになります。

下の表は術者への注意喚起のため、危険性の目安を示したものです。
データは次のような最悪のケースを想定して計算されています。
•	 無水晶体患者
•	 眼球がまったく動かない（同じ部位への連続照射）
•	 曝露の中断なし（執刀の中断により、光線を遮る動きがない）
•	 瞳孔が 7 mm に拡張

計算は ISO 規格 1）2）および同規格の推奨する曝露限界値に基づいてい
ます。 公開されている文献によれば、眼球が動いていれば許容暴露時
間が長くなる可能性があります 3)。
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安全上の注意事項

メイン照明

光量
設定

推奨最大曝露時間、1) による [分 ]

フィルターなし GG435 フィル
ター使用

GG475 フィル
ター使用

25 % 1 時間 21 分 1 時間 33 分 4 時間 22 分

50 % 19 分 23 分 1 時間 08 分

75 % 7 分 39 秒 9 分 10 秒 28 分 46 秒

100 % 3 分 35 秒 4 分 30 秒 14 分 42 秒

網膜保護フィルター 5×（10448676）使用

100% 25 分 52 秒

フィルターなしの標準構成と比較して操作時間を係数 5 倍だけ
延ばすには、保護フィルター 5×（10448676）を使用してくだ
さい。

出典：
1)	 DIN EN ISO 15004-2:2007 眼光学機器 – 基本的要求事項および試
験方法 – 第 2 部：光ハザードからの保護

2)	 ISO 10936-2:2010 光学およびフォトニクス – 手術用顕微鏡 /第 2 
部：眼科手術に使用する手術用顕微鏡からの光ハザード

3)	  David Sliney, Danielle Aron-Rosa, Francois DeLori, Franz 
Fankhauser, Robert Landry, Martin Mainster, John Marshall, 
Bernhard  Rassow,  Bruce  Stuck,  Stephen  Trokel,  Teresa 
Motz West and Michael Wolffe, Adjustment of guidelines 
for exposure of the eye to optical radiation from ocular 
instruments: statement from a task group of the International 
Commission on Non-Ionizing Radiation Protection (ICNIRP), 
APPLIED OPTICS Vol. 44, No 11, p2162 (10 April 2005)

患者を保護するため、次の安全措置を講じてください。
•	 曝露時間を短くする
•	 明るさを低く設定する
•	 保護フィルターを使用する
•	 手術中断時は照明を消灯する

明るさを手術に最小限必要なレベルに調節することをお勧めします。 
幼児、無水晶体患者（UV 防護機能を持つ眼内レンズを入れていない
場合）、小児、眼病患者ではリスクが大きくなります。また治療ないし手
術を受ける患者が過去 24 時間以内に本顕微鏡、あるいは明るい可視
光を用いる他の眼科機器の照明を受けている場合にもリスクが増大し
ます。
このことは特に、網膜写真撮影による検査を受けた患者に当てはまり 
ます。

使用する光量は、ケースバイケースで決定する必要があります。いずれ
の場合も、術者は使用された光量のリスクと利益を評価する必要があ
ります。手術用顕微鏡による網膜の傷害の危険性を最小化するように
心がけ、対策を講じても、傷害の可能性をゼロにすることはできません。
難度の高い眼科手術で、眼球の構造を観察するために強い照明を使用
する場合には、副作用として光毒性網膜損傷が生ずる可能性があります。

安定性（フロアスタンドのみ）

手術室内で移動する際はスイングアームを折りたたんでロックし、ブ
レーキをかけてください。これを行わないとスイングアームが外側に振
れてスタンドが倒れるおそれがあります。

可動部品による危険性

不注意により事故の発生するおそれのある作業を列挙します。
•	 アクセサリー装着やスタンドのバランス調整は手術前に済ませてく
ださい。術野上でこれらを行うことは厳禁です。

•	 顕微鏡とフォーカスドライブの間に指を入れないでください。挟まれ
る危険があります。

フロアスタンド：

•	 顕微鏡を移動するときは引かずに、必ず押してください。軽い靴を
履いた状態でスタンドのベースに足を挟まれると危険です。

•	 操作中はフットブレーキをかけたままにしておいてください。

電気接続

コントロールユニットを開くことは、ライカの認可したサービスエンジ
ニアのみに認められています。

アクセサリー

ライカ  M620 F20 手術用顕微鏡に使用できるアクセサリーは下記に限
ります。
•	 本書に記載されているライカ マイクロシステムズ製アクセサリー
•	 ライカ マイクロシステムズが技術的に安全であると認定した、その
他のアクセサリー
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3.6	 使用時の危険
警告 
手術用顕微鏡が不意に下降して負傷する危険があります。
	X 顕微鏡が術野の上にある状態で、アクセサリー交換やバラ
ンス調整を行わないでください。
	X 変更後には毎回、スイングアームのバランスを調整してく
ださい。

警告 
双眼鏡筒が落下して怪我をするおそれがあります。
	X クランプネジを確実に締めます。

警告 
手術用顕微鏡が落下して怪我をするおそれがあります。
	X 毎回使用する前にアシスタント用顕微鏡の取り付けを点検
してください。

警告 
部品が落下して負傷する危険があります。
	X オプティクスキャリアの準備と調整をすべて終えてから、操
作してください。
	X 装置が術野の上にある状態では、バランス調整や光学部
品の装着およびアクセサリーの装着は、絶対に行わないで
ください。
	X 操作前に、光学部品とアクセサリーが正しく取り付けられ、
確実に固定されていることを確認してください。
	X 操作中に装置を変更する場合には、変更前に顕微鏡を術
野の外に旋回させてください。

警告 
以下の原因により怪我をするおそれがあります。
•	 スイングアームの意図しない横方向の動き。

•	 スタンドの不意の傾き。

•	 軽い靴を履いた状態でスタンドのベースに足を挟まれると危険です。

•	 乗り越えることができない段差での手術用顕微鏡の急ブレーキ。

	X ライカ M620 F20 手術用顕微鏡を移動させる場合には、必
ず「移動ポジション」にしてください。
	X アームを伸長した状態では、絶対にスタンドを動かさない
でください。
	X 床に配置されているケーブルの上を決して転がさないでく
ださい。
	X ライカ M620 F20 手術用顕微鏡は引っ張らず、必ず押して
移動させてください。

注意 
手術用顕微鏡が突然動き出すと危険です。
	X 移動中以外は必ずフットブレーキをロックしておいてくだ
さい。

注意 
致命的な感電の危険。
	X 手術用顕微鏡は必ずアース付きコンセントに接続してくだ
さい。

注意 
感染の危険。
	X 滅菌していないコンポーネントとの接触を防ぐために、ス
タンド周囲のスペースを十分に取ってください。

警告 
光が強すぎると網膜を傷めるおそれがあります。
	X「安全上の注意事項」の章（5 ページ）の警告メッセー
ジを遵守してください。

警告 
照明の故障は患者にとって危険となることがあります。
	X メイン照明が故障した場合は、直ちに補助照明に切り替え
てください。

警告 
長時間の曝露による目の損傷
装置の照明は有害となる可能性があります。眼の損傷の危険
性は曝露時間とともに増大します。
	X 装置の照明への眼の曝露時間が基準危険値を超えないよ
うにしてください。本装置の場合、光量最強のとき、曝露
時間 8 分で基準危険値を超えることになります。

注意 
コントロールパネルの損傷
装置の照明は有害となる可能性があります。眼の損傷の危険
性は曝露時間とともに増大します。
	X コントロールパネルの操作は、必ず指で行ってください。
	X 木製や金属製、樹脂製の固くて先のとがった物を、決して
使用しないでください。
	X コントロールパネルを清掃する際に、研磨剤を含む洗剤は
決して使用しないでください。表面が傷つき、画面が見え
にくくなる可能性があります。
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安全上の注意事項

警告 
致命的な感電の危険。
	X ヒューズを交換する前に、電源ケーブルを装置の電源ソ
ケットから抜いてください。

注意 
やけどの危険。
ランプおよび照明マウントは高温になることがあります。
	X ランプを取り外す前に、ランプと照明マウントが冷えている
ことを確認します。

警告 
感染の危険。
この抗菌コーティングは、関係法規に従った通常のクリーニン
グ・滅菌手順に代わるものではありません。
	X 関係法規に従って、通常通り装置のクリーニング・滅菌処
理を行ってください。

警告
手術用顕微鏡が下方向へ動いて怪我をするおそれがあります。
	X コンポーネントやアクセサリーを取り付けたときに最大荷重
を超えないようにしてください。
	X「荷重表」（38 ページ参照）を使用して総重量を確認して
ください。
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3.7	 標識とラベル

1
2

13

5 6 7 8 9

12

12

10

11

3

4

12
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安全上の注意事項

1 ANVISA 登録番号
（ブラジルのみ）

2

OCP 0004

INMETRO ラベル
（ブラジルのみ）

3 移動用ポジション
（F20 フロアスタンド）

4

270 KG

システム重量表示
ラベル（F20）

5 銘板

6 MET ラベル
（米国向け・カナダ向
けのみ）

7

REF
SN

製造ラベル

a	 接頭番号
b	 ライカシステム品目番号
c	 シリアル番号
d	 バッチごとに 1 から始まる通し番号
e	 JJ = 年（2 桁）
f	 MM = 月（2 桁）
g	 TT = 日（2 桁）
h	 製造開始年月日

8
�������������������������
�����������������
���

��
	���������������������
����������������������������

������������������������������������
����
�� ����������

�������������������������
����������������������


���������
������������
�
������������������

�
��	�����������
�������������
�����������
��������������������

アースラベル

9 必須ラベル - 本製品を
操作する前に取扱説明
書を熟読すること。

電子版取扱説明書の 
Web アドレス

医療機器

10
 最大 6.50 kg（14.33 lb）

オプティクスキャリア
の最大荷重

11

やけど注意

12 傾く危険を示すラベル

13 UDI ラベル

������������������
����������
�������������

製品 ID (PI)
シリアル番号
製造日

GS1 データマトリクスコード
装置 ID (DI)
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構造

4	 構造

9

1

2

3
4
5
6
7

8

10

1	 スイングアーム
2	 XY ユニット（オプション）
3	 チルトユニット
4	 フォーカスユニット
5	 双眼鏡筒
6	 接眼レンズ
7	 オプティクスキャリア
8	 レンズ
9	 コントロールユニット
10	 ベース

5	 機能
5.1	 照明
ライカ M620 手術用顕微鏡の照明は、2 個のランプ（1）を使用したハ
ロゲンランプシステムで、2 つ目のランプはスペア用です。
両ランプともオプティクスキャリア内にあります。
使用中のランプが故障した場合は、クイック交換ランプマウント（2）用
のスライドボタン（3）で他方のランプを選択することができます。

6°照明、または傾斜・垂直照明（オプティクスキャリアに 2 つのランプ
使用の表示）は、レッドリフレックスとより多くのコントラストを得るた
めに回転ノブで調整することができます。
0°照明または垂直照明（オプティクスキャリアに 1 つのランプ使用の表
示）は、そのまま常時保持されます。
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機能

5.2	 バランス調整システム
バランス調整後の手術用顕微鏡ライカ M620 F20 を使用すると、オプ
ティクスキャリアが傾いたり下降したりすることなく、任意の位置に動か
すことができます。バランス調整が正しければ、操作時のあらゆる動作
を最小限の力で行うことができます。
スイングアーム上の回転ノブ（3）でドリフトを調整します。

3

–

+

スイングアームのバランス調整
	X 顕微鏡をしっかり支えます。
	X 抜け止めピン（2）を引っ張ります。

これでスイングアームが解放されます。

顕微鏡が勝手に動くかどうか確認します。

顕微鏡が下方に動く場合：
	X 回転ノブ（3）を時計方向（+）に回します。

顕微鏡が上方に動く場合：
	X 回転ノブ（3）を反時計方向（-）に回します。

5.3	 フットブレーキ
スタンドの 4 つのキャスター各々にフットブレーキが付属しています。
フットブレーキ作動 /解除レバー（1）により、キャスターの固定 /解除
が行われます。
	X フットブレーキ作動 /解除レバーを押し下げ（3）： 
フットブレーキが作動します。

	X フットブレーキ作動 /解除レバーを持ち上げ（2）： 
フットブレーキが解除されます。

1 2

3
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操作部

6	 操作部
6.1	 コントロールユニット

1 2

1	 メインスイッチ
2	 コントロールパネル

�

�
�

�

3	 ライカ M620  F20 を等電位化装置に接続するための等電位化用ソ
ケット。
これは、お客様側にてお手配いただく必要があります。
EN 60601-1（§ 8.6.7）の要件を遵守してください。

4	 電源ケーブル引っ張り防止装置
5	 電源ソケット
6	 フットスイッチ接続部
ここには、ライカ マイクロシステムズから提供されるフット/ハンド
スイッチしか接続できません。

6.2	 ランプハウス

1

2

1	 ランプ交換カバー
2	 クイック交換ランプマウントのスライドボタン

6.3	 チルトユニット/フォーカスユニット

1

2 3

チルトユニット

1	 チルトユニット微調整

フォーカスユニット

2	 リセットボタン、XY ユニット
3	 リセットボタン、フォーカス
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操作部

6.4	 フットスイッチ（標準設定）

4
5

1

7

6

3

2

1	 XY 調節
2	 顕微鏡照明をより暗くする
3	 機能なし
4	 顕微鏡照明 On/Off
5	 ズーム アップ /ダウン
6	 フォーカス上下
7	 顕微鏡照明をより明るくする

別のフットスイッチや、フットスイッチのフリープログラミング
については、30 ページを参照してください。

6.5	 スタンド

1

2

11

4
5

3

1	 関節ブレーキ
2	 バランス調整用回転ノブ
3	 抜け止めピン
4	 フットブレーキ解放レバー
5	 フットブレーキ
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操作部

6.6	 オプティクスキャリア

3

1

2

1	 フィルター用インサート（UV 保 護フィルター GG475、保護 
フィルター 5×）

2	 6°照明でのフェードアウト/フェードイン用回転ノブ
3	 ハンドル

6.7	 双眼鏡筒、接眼レンズ、アシスタント
鏡筒

1

   +5 –5 –5+5

2

2

 
1	 瞳孔間距離調節ノブ
2	 視度調整
3	 ローレットリング

6.8	 コントロールパネルのユーザー
インターフェース

コントロールパネルの操作に関する情報については、29 
ページを参照してください。

「Main」メニュー

1 2

3 4 5

6 7 8

9

1	 照明をより明るく/暗くする
2	 ズーム アップ /ダウン
3	 不良ランプ警告
4	 XY 反転有効
5	 「Speed」メニュー
6	 すべてリセット
7	 XY をリセット
8	 フォーカスをリセット
9	 ユーザー選択 1 ～ 4

「Speed」メニュー

1 2 3

4

5

1	 ズーム速度の設定
2	 フォーカス速度の設定
3	 XY 速度の設定
4	 「Main」メニューに戻る
5	 サービスメニュー（パスワードで保護されている）への切り替え
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操作の準備

7	 操作の準備
7.1	 処置用顕微鏡の移動

警告 
以下の原因により怪我をするおそれがあります。
•	 スイングアームの意図しない横方向の動き。

•	 スタンドの不意の傾き。

•	 軽い靴を履いた状態でスタンドのベースに足を挟まれると危険です。

•	 乗り越えることができない段差での手術用顕微鏡の急ブレーキ。

	X ライカ M620 F20 手術用顕微鏡を移動させる場合には、必
ず「移動ポジション」にしてください。
	X アームを伸長した状態では、絶対にスタンドを動かさない
でください。
	X 床に配置されているケーブルの上を決して転がさないでく
ださい。
	X ライカ M620 F20 手術用顕微鏡は引っ張らず、必ず押して
移動させてください。

「移動ポジション」

スイングアームのロック

	X スイングアームをほぼ水平にします。
	X 抜け止めレバー（1）を押し込み、水平方向に回転させ、抜け止めレ
バーが所定の位置に収まるまでスイングアームを上下に動かします。

これでスイングアームがロックされます。
	X 関節ブレーキ（2）を緩め、スイングアームを折りたたみます。
	X 手術用顕微鏡を「移動ポジション」に戻し、間接ブレーキを締めます。

1

手術用顕微鏡の移動と設置場所への固定

	X ソケットから電源ケーブルを抜き、ハンドル（3）に電源ケーブルを
巻き付けます。
	X フットスイッチをクリップに引っ掛けます。
	X フットブレーキ解放レバー（4）を踏んでブレーキを解放します。
	X ハンドル（3）を押して手術用顕微鏡を新しい場所まで移動させます。
	X 設置場所でフットブレーキをロックします。

注意 
手術用顕微鏡が突然動き出すと危険です。
	X 移動中以外は必ずフットブレーキをロックしておいてくだ
さい。

2

2

2

3

4

4

4
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操作の準備

7.2	 手術台上での手術用顕微鏡の位置
決め

注意 
致命的な感電の危険。
	X 手術用顕微鏡は必ずアース付きコンセントに接続してくだ
さい。

	X ハンドルを用いて手術用顕微鏡を手術台へ慎重に動かし、作業に
適した位置に置きます。
	X フットブレーキをかけます。
	X 電源ケーブル（3）をソケットに差し込み、タイラップ（2）で固定します。
	X 等電位化装置をコントロールユニット上のソケット（1）に接続します。
	X フットスイッチをコントロールユニット上のソケット（4）に接続し 
ます。

1

34

2

1

11

2

	X フットスイッチの傾きを調整します。フットレストを内側または外側に
回転させます。
	X すべてのアクセサリーが正しく接続されており、しっかりと取り付け
られていることを確認します。
	X 関節ブレーキを緩め、その後軽く締めます。

ジョイントを動きやすくする：
	X 関節ブレーキ（1）を緩めます。

ジョイントを動きにくくする：
	X 関節ブレーキ（1）を締めます。
	X 抜け止めレバー（2）を引っ張ります。
	X スイングアームを伸ばします。
	X 顕微鏡を上下させてスイングアームの重量設定をチェックし、必要
があれば修正します（24 ページ参照）。

注意 
感染の危険。
	X 滅菌していないコンポーネントとの接触を防ぐために、ス
タンド周囲のスペースを十分に取ってください。
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7.3	 双眼鏡筒、接眼レンズ、対物レンズ
の取り付け

幅広いラインナップのアクセサリーにより、手術用顕微鏡をさまざまな
作業要件にマッチさせることができます。

双眼鏡筒の取り付け

警告 
双眼鏡筒が落下して怪我をするおそれがあります。
	X クランプネジを確実に締めます。

1

	X クランプネジ（1）を締めます。
	X 双眼鏡筒をダボテールリングに押し込みます。
	X クランプネジを確実に締めます。

接眼レンズの取り付け

	X 接眼レンズを所定の位置に装着します。
	X 回転リング（1）を締めます。

�

接眼レンズ

接眼レンズ 8.33×、調整可能
接眼レンズ 10× /21B、調整可能
接眼レンズ 12.5× /17B、調整可能

対物レンズ用保護グラスの取り付け

	X 対物レンズ用保護グラスホルダー（2）を対物レンズにねじ込み、
マーク（3）が後に向くように位置を決めます。
	X 対物レンズ用保護グラス（5）を位置決めし、少し右に回します。

対物レンズ用保護グラスが所定の位置に収まり、マーク（3）と（4）が
一致します。

対物レンズ用保護グラスはオートクレーブ処理ができません。

2 3

4

5

補助フィルターの挿入

ライカ M620 F20 には、補助フィルター挿入用スロットが 2 つあります。

直径 32 mm の耐熱フィルターを使用できます。詳細について
はお取引ディーラーにお問い合わせください。

	X フィルタースロットのカバー（1）を取り外します。
	X クランピングリングでフィルターをフィルターホルダーに取り付け 
ます。

1
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操作の準備

	X フィルターホルダー（2）を挿入します。

2

7.4	 アクセサリー用アダプターの取り付け
ビームスプリッター /ステレオアダプターの取り付け

	X クランプネジ（1）を緩めます。
	X ビームスプリッター /ステレオアダプターをダボテールリングに押し
込みます。
	X クランプネジを締め付けます。

�

50/50 分光比のビームスプリッター、または：70/30 分光比のビームス
プリッター

アクセサリー用ステレオアダプター

M600 ポート（ダボテールリング）のあるアクセサリーをライカ M500 
ポートのあるビームスプリッター（ウイルドタイプのレーザーフィルター
など）に装着するために使用
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アダプターの取り付け

	X ビームスプリッターにアダプターを挿入します。

回転リング（1）を締めます。

1

7.5	 アシスタント鏡筒の調整
ステレオアタッチメント/アシスタント鏡筒の取り付け

	X ステレオアタッチメント/アシスタント鏡筒をビームスプリッターに
挿入します。
	X 回転リング（1）を締めます。

1

アシスタント用ステレオアタッチメント

デュアルステレオアタッチメントはビームスプリッターの右にも左にも
取り付けることができ、必要に応じて回すことができます。

アシスタント鏡筒の調整

	X 単眼アシスタント鏡筒を希望する方向に回します。
	X 接眼レンズの視度を調整します。
	X ローレットリング（2）を用いて像を補正します。

アシスタント用ステレオアタッチメントの調整

	X アシスタント鏡筒用アタッチメントを希望する方向に回します。
	X 双眼鏡筒の水平方向の位置を合わせます。
	X 接眼レンズの視度を調整します。
	X ローレットリング（2）を用いて像を補正します。

2
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アシスタント用顕微鏡の使用

警告 
手術用顕微鏡が落下して怪我をするおそれがあります。
	X 毎回使用する前にアシスタント用顕微鏡の取り付けを点
検してください。

アシスタント用顕微鏡には、以下の対物レンズのみを使用する
ことができます。
•	 WD=175 mm
•	 WD=200 mm

1
2

3

	X 付属のネジでアダプターを取り付けます（アシスタント用顕微鏡の
説明書を参照）。
	X 滅菌した操作可能なフォーカスドライブ（2）でアシスタント用顕微鏡の
像の焦点を合わせます。
	X アシスタント用顕微鏡を左右に動かしながら、
	X 滅菌したハンドル（3）をハブとともに取り外します。
	X クランプネジ（1）を緩め、アシスタント用顕微鏡を回します。
	X クランプネジ（1）を締めます。
	X ハブを回し、滅菌したハンドル（3）を再度取り付けます。

7.6	 撮影記録用アクセサリーの取り付け

警告 
部品が落下して負傷する危険があります。
	X オプティクスキャリアの準備と調整をすべて終えてから、
操作してください。
	X 装置が術野の上にある状態では、バランス調整や光学部品
の装着およびアクセサリーの装着は、絶対に行わないでくだ
さい。
	X 操作前に、光学部品とアクセサリーが正しく取り付けられ、
確実に固定されていることを確認してください。
	X 操作中に装置を変更する場合には、変更前に顕微鏡を術
野の外に旋回させてください。

フォーカスノブ

倍率調節

Photo 鏡筒の取り付け
	X 0°アシスタント用アタッチメントの撮影記録用ポートまたはビーム
スプリッターに Photo 鏡筒を取り付けます。
	X アダプターを取り付けたカメラを Photo 鏡筒に固定します。クラン
プネジを締め付けます。

ビデオアクセサリーのリストについては 9.3 章を参照してください。
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7.7	 撮影記録用アクセサリーの選択

70 mm

1”

2/3”

1/2”

1/3”

1/4”

107 mm100 mm85 mm60 mm55 mm35 mm

Photo/TV
 デュアルアタッチメント

TV アダプターTV アダプターTV アダプター Photo/TV
デュアルアタッチメント

ズームビデオアダプター ズームビデオ
アダプター

250 mm
Photo/TV デュアルアタッチメント

35 mm

デジタルカメラ

350 mm

	 	 実視野（FOV）

	
	 	モニター /画像
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7.8	 眼基線および射出瞳の調整
1

2

瞳孔間距離（1）と接眼レンズと眼の距離は、ユーザーによって異なり 
ます。
ユーザー表を使用して手術用顕微鏡の操作準備をしてください。

基準の調整

	X 接眼レンズを 0 に合わせるか、または必要な視度値を選択します。
	X 変倍ノブをステップ 10 に合わせます。
	X 接眼レンズを覗いて鏡筒を設定ノブ（2）で調節するか、または手で
調節し（設定ノブのない双眼鏡筒の場合）、円形の視野が得られる
ようにします。

7.9	 視度の調整

視度設定の調整

両眼それぞれについて、視度設定を正確に調整します。この方法によっ
てのみ、全ズーム範囲においてピントが合うようになります（同焦点）。

1. 顕微鏡の準備

	X コントロールユニットで顕微鏡の電源を入れ、紙片などの平坦な対
象物を対物レンズの下に置きます。
	X 明るさを最大にします。
	X 最小倍率にセットします。
	X 顕微鏡を移動させて、対象物が視野の中央で鮮明に見えるようにし
ます。

2. 対象物への焦点合わせ

	X 最大倍率にセットします。
	X 顕微鏡の焦点を合わせます。
	X 最小倍率にセットします。

3. 視度設定の調整

	X 片目ずつ順に視度を調整し、鮮明に焦点の合った像が見えるように
します。
	X 最大倍率にセットします。
	X 顕微鏡の焦点を再度合わせます。
	X 最小倍率にセットします。
	X 視度調整を確認し、必要があれば両方の像が鮮明になるように再
調整します。

4. 同焦点の点検

	X 対象物を見ながら全範囲にわたってズームします。像のシャープネ
スはすべての倍率を通じて一定でなければなりません。一定でない
ときは上記 2～ 4 の手順を繰り返します。

視度設定を調整するための回転リング
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7.10	 手術用顕微鏡アクセサリーの交換と 
スイングアームのバランス調整

警告 
手術用顕微鏡が不意に下降して負傷する危険があります。
	X 顕微鏡が術野の上にある状態で、アクセサリー交換やバラ
ンス調整を行わないでください。
	X 変更後には毎回、スイングアームのバランスを調整してく
ださい。

2 2

1

スイングアームのロック

	X スイングアームをほぼ水平にします。
	X 抜け止めピン（2）を押し、抜け止めピンが所定の位置に収まるま
でスイングアームを上下に動かします。

これでスイングアームがロックされます。

光学アクセサリーの清掃

	X 接眼レンズと対物レンズ、および必要に応じて写真または TV 用ア
ダプターが清浄であるかどうかを点検します。
	X 塵埃や汚れを取り除きます。

アクセサリーの取り付け

	X 使用するすべてのアクセサリーを顕微鏡に取り付けます。

3

–

+

スイングアームのバランス調整

	X 顕微鏡をしっかり支えます。
	X 抜け止めピン（2）を引っ張ります。

これでスイングアームが解放されます。
	X 顕微鏡が勝手に動くかどうか確認します。

顕微鏡が下方に動く場合：
	X 回転ノブ（3）を時計方向（+）に回します。

顕微鏡が上方に動く場合：
	X 回転ノブ（3）を反時計方向に回します。

7.11	 滅菌コンポーネントの取り付け
標準コンポーネント
•	 黒色ハンドル（大） × 1（チルトユニット）
•	 透明ハンドル × 2
•	 駆動ノブ × 2

ハンドルはオートクレーブまたはガスで滅菌できます。
	X ハンドルと駆動ノブを滅菌します。
	X 滅菌した駆動ノブを双眼鏡筒と、斜照明をブロックするための駆動
ノブに取り付けます。
	X 滅菌したハンドルをオプティクスキャリアとチルトユニットに取り付
けます。
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7.12	 手術用顕微鏡の使用準備
	X 電源スイッチ（2）を入れます。

2

XY ユニットが中間位置に移動します。
中間位置に到達すると、LED（26 ページ、位置 2）が点灯します。

フォーカスが最高速度で開始位置（1/3 上、2/3 下）に移動します。フォー
カスリセット位置に到達すると、LED（26 ページ、位置 3）が点灯します。

基本設定：

電源スイッチでライカ M620  F20 の電源を入れるときは、装置の電源
を切ったときと同じ位置までズームが移動します。ランプの明るさと駆
動速度は、前回のユーザーのプログラム値のままになります。

7.13	 ランプの動作確認
	X 電源スイッチで顕微鏡の電源を入れます。

メインランプが点灯します。
	X クイック交換ランプマウントのスライドボタン（3）を反対側に動か
します。

補助ランプが点灯します。
	X クイック交換ランプのスライドボタンをメインランプに戻します。

クイック交換ランプマウントのスライドボタン（3）は、止まるま
で完全にスライドさせる必要があります。そうしない場合、ラ
ンプが点灯しません。

3

7.14	 フットスイッチタイプの表示/切り替え
30 ページ参照。
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7.15	 XY ユニットの + および – 方向の反
転

「XY 反転」機能をフットスイッチに割り当てる必要があります
（30 ページ参照）。

	X フットスイッチの「XY 反転」ボタン（1）を使用して、XY ユニットの 
+ および – 方向を – および + に反転させます。

コントロールパネルの「XY 反転有効」表示（2）が点灯します。

1 1

+Y

-Y

+X-X

-Y

+Y

-X+X

2

8	 操作
8.1	 顕微鏡の位置決め
中間位置の調整：

	X XY ユニットリセットキー（4）を押します。 
XY ユニットが中間位置に移動します。 
中間位置に到達すると、LED（2）が点灯します。

1

4 5

6

2 3

9 8

7

おおまかな位置決め

	X 両方のハンドル（6）を握って顕微鏡を位置決めします。

精密な位置決め

	X フットスイッチ（7）で XY ユニットを起動します。
	X コントロールパネルで XY ユニットの移動速度を調整します（29 
ページ参照）。

傾きの微調整：

	X チルトユニット微調整（1）を使用して顕微鏡の傾きを正確に設定し
ます。
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オートリセット：

「オートリセット」機能は、コントロールパネルのサービスエリ
アで無効にできます。

	X 両方のハンドルを握って顕微鏡を最上位置まで動かします。
すべてのドライブがリセット位置に移動し、照明が消灯します。顕微鏡
が作業ポジションに戻ると、設定済みの開始値で照明が点灯します。

8.2	 焦点合わせ
（工場出荷時の設定に従って）

基本設定：

	X「フォーカスリセット」ボタン（5）を押します。 
フォーカスが最高速度で開始位置（1/3 上、2/3 下）に移動します。 
フォーカスリセット位置に到達すると、LED（3）が点灯します。

焦点合わせ：

	X フットスイッチのプログラム済みボタン（8）または（9）を押します。
	X コントロールパネルで速度を調節します（29 ページ参照）。

8.3	 倍率調節
	X コントロールパネルで倍率を調節します（29 ページ参照）。

8.4	 照明の光量調整
（工場出荷時の設定に従って）

警告 
光が強すぎると網膜を傷めるおそれがあります。
	X「安全上の注意事項」の章（5 ページ）の警告メッセー
ジを遵守してください。

顕微鏡照明の点灯 /消灯

ボタン（3）を用いて顕微鏡照明の点灯/消灯を行います。
	X コントロールパネル（29 ページ参照）またはフットスイッチでメ
イン照明の明るさを調節します。

•	（1）より明るくする
•	（2）より暗くする
明るさレベルは、コントロールパネルにパーセンテージとして表示され
ます。

21

3
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8.5	 メイン照明から予備照明への切り替え

警告 
照明の故障は患者にとって危険となることがあります。
	X メイン照明が故障した場合は、直ちに補助照明に切り替え
てください。

ランプが不良である場合は、コントロールパネルの「Main」メニューで、
不良ランプの警告表示が点滅します。

•	 次の機会に不良照明を交換してください。
•	 機能する照明ユニットが 1 つだけの状態で操作を開始しな
いでください。

•	 クイック交換ランプマウントのスライドボタンは、止まるま
で完全にスライドさせる必要があります。そうしない場合、
ランプが点灯しません。

	X クイック交換ランプマウントのスライドボタン（4）を反対側に動か
します。

補助ランプが点灯します。

4

8.6	 照明タイプと作動距離の設定

2

1

	X ハンドル（2）を用いて顕微鏡を上下させ、おおよその作動距離を
設定します。
	X 回転ノブ（1）を時計方向に回します。

周囲照明 /6°照明が見えなくなります。
レッドリフレックス照明 /0°レッドリフレックス照明は保持されます。
レッドリフレックスとコントラストを最適化するために、回転ボタン（1）
で 6°照明を調整できます。0°照明は恒久的に保持されます。
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8.7	 コントロールパネルの操作
ライカ M620  F20 をオンにした場合、コントロールパネルにメインメ
ニューが表示されます。ここでは、次の設定を設定できます。

7

3 4 61 2

5

術者の設定の呼び出し

術者のカスタム設定（開始値、速度、フットスイッチの割り当て）を呼び
出すには、ボタン 1 ～ 4（7）を使用します。
	X「User」の下のボタン 1 ～ 4（7）を押します。

ボタンで保存された値が適用されます。
ボタンのプログラミングについては、29 ページを参照してください。

明るさと倍率の調整

明るさとズームは、連続的に調節できます。
	X「Light」（1）の矢印キー「+」または「–」を押します。

要求通りに明るさが変更されます。
	X「Zoom」（2）の矢印キー「+」または「–」を押します。

希望通りに倍率が変更されます。

設定の復元

設定（明るさ、倍率）を変更した場合、元の値を復元できます。
	X「Reset」の下のボタン「All」（3）を押します。

適切なボタンで保存された値が適用されます。

リセット位置への移動

	X「Reset」の下のボタン「XY」（4）を押します。
XY ユニットが中間位置に移動します。
	X「Reset」の下のボタン「F」（5）を押します。

フォーカスが開始位置（1/3 上、2/3 下）に移動します。

ズーム、フォーカスおよび XY ユニットの作業速度の調整

	X メインメニューで、「Speed」矢印ボタンを押します。
「Speed」メニューが開きます。

8

9

	X「Speed」メニューで、「+」または「–」矢印キーを使用して、希望す
る作業速度を選択します。

値を保存します（30 ページ参照）。

	X「Main」矢印ボタン（8）を押します。
メインメニューが再度表示されます。

サービスエリアへのアクセス

サービスエリアはパスワードで保護されています。
ライカ マイクロシステムズのサービス担当者にお問い合わせ
ください。

	X「Speed」メニューで、「Service」フィールド（9）を押し、パスワード
を入力します。

これでサービスエリアが表示されます。
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術者のカスタム設定

	X メインメニューの「User」の下で、設定が保存されるボタン 1 ～ 4 
を 3 秒以上押します。

「PROG-Start Values」メニューが表示されます。

1 2 4

5 6

3

	X 必要に応じて明るさ（1）および倍率（2）の開始値を調整します。
	X「Save」（6）ボタンを押します。

選択したボタンについて設定が保存されます。
または
	X「Back」（5）ボタンを押します。

設定プロセスがキャンセルされ、メインメニューが再度表示されます。

フォーカス、ズームおよび XY ユニットの速度の設定

	X「PROG-Start Values」メニューで、「Speed」矢印ボタン（3）を押し
ます。
	X「PROG-Speed」メニューが開きます。

7 8 9

10

11

12

	X「+」または「–」矢印ボタンを使用して、ズーム（7）、フォーカス（8）
および XY 移動（9）について希望する速度を設定します。
	X「Save」（11）ボタンを押します。

選択したボタンについて設定が保存されます。
または
	X「Back」（10）ボタンを押します。

設定プロセスがキャンセルされ、「PROGStart Values」メニューが再度
表示されます。
フィールド（12）は、設定が現在設定されているユーザー（1 ～ 4）を示
しています。

フットスイッチ設定の変更

	X「PROG-Start Values」メニューで、「Footswitch」ボタン（4）を押し
ます。

「PROG-Footswitch」メニューが開きます。

13

14

15
17

18

16

12

	X フットスイッチアイコン（13）で、「+」または「–」矢印キーを使用し
て、接続されているフットスイッチを選択します。
	X フットスイッチアイコンで、プログラムするボタン（14）を押します
（ が になります）。
	X 中間ブロック（15）で、「+」または「–」矢印キーを使用して、希望
する機能を選択し、「OK」（17）で選択を確定します。
	X すべてのフットスイッチボタンをプログラムしたら、「Save」（18）を
押します。

これで設定が保存されます。
または
	X「Back」（16）ボタンを押します。

設定プロセスがキャンセルされ、「PROGStart Values」メニューが再度
表示されます。
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操作

設定を別のユーザーにコピー

ある術者について保存された設定を別の術者にコピーできます。
	X メインメニューで、設定がコピーされるボタン（1）（例として「1」）
を少なくとも 3 秒間押します。

1

「PROG-Start Values」メニューが表示されます。

2

3

	X 希望するターゲットボタン（2）（例として「2」）を押します。
	X「Save」（3）ボタンを押します。

これでボタン「1」の設定が「2」にも適用されます。

オートリセットの設定

この機能は、サービスエリアで無効にできます。ライカ マイク
ロシステムズのサービス担当者にお問い合わせください。

「オートリセット」機能が有効になっているときは、手術用顕微鏡を最上
位置まで動かすと、すべてのドライブがリセット位置に移動し、照明が
消灯します。
顕微鏡が作業ポジションに戻ると、設定済みの開始値で照明が点灯し
ます。

8.8	 使用中止
	X ライカ M620  F20 手術用顕微鏡を電源スイッチでオフにします
（1、13 ページ参照）。
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9	 コンポーネントとアクセサリー 
9.1	 観察者側

7

1 9 10

3

2

4 5

6 6

8 術者

アシスタント2 アシスタント1アシスタント1

11

11 11

7

8

7

8

7

8

1	インバーター	
2	レーザーフィルター
3	ステレオアダプター
4	ビームスプリッター
5	回転式ビームスプリッター
6	アシスタント用ステレオアタッチメント

7	双眼鏡筒
8	接眼レンズ
9	アダプター
aœ	アシスタント用顕微鏡
11 	 撮影記録用ポート
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図中の 
番号

図版 コンポーネント/アクセサリー 説明

1 Oculus SDI •	 インバーター

2 レーザーフィルター、2 ビーム •	 他社製品。他社からのみ購入

3 ステレオアダプター •	 ビームスプリッターの取り付け用

4 ビームスプリッター 50/50
ビームスプリッター 70/30

•	 2 つのポートはアシスタント用ポートと撮影記録用
ポートとして使用することができます。

5 回転式ビームスプリッター 
50/50
回転式ビームスプリッター 
70/30

•	 回転式（前部）アシスタント用ポート
•	 固定式（後部）撮影記録用ポート

6 アシスタント用ステレオ
アタッチメント

•	 双眼鏡筒の取り付け用

7 双眼鏡筒、角度調整 
5°～ 25°、PD 付き

•	 鏡筒角度と高さが調節可能
•	 瞳孔間距離が調節可能

7 双眼鏡筒、10°～ 50°、
PD 付き

•	 鏡筒角度と高さが調節可能
•	 瞳孔間距離が調節可能

7 双眼鏡筒、30°～ 150°、 
T、タイプ II L

•	 傾き 120°
•	 瞳孔間距離が調節可能

7 双眼鏡筒、10°～ 50°、
タイプ II、ウルトラロー鏡筒

•	 観察高さを特に低く下げることが可能
•	 鏡筒角度と高さが調節可能
•	 瞳孔間距離が調節可能 

7 双眼鏡筒、傾斜付き、T、
タイプ II
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図中の 
番号

図版 コンポーネント/アクセサリー 説明

7 双眼鏡筒、180°、可変

7 双眼鏡筒、45° •	 アシスタント用アタッチメントで使用するためのオプ
ション

8 接眼レンズ、10×
接眼レンズ、8.33×
接眼レンズ、12.5×

8 ライカ ToricEyePiece •	 内蔵目盛により、トーリック眼内レンズの角度に合わ
せて調整することが容易

•	 詳しくは個別の取扱説明書および組立手順書を参照
してください

9 アシスタント用顕微鏡用
アダプター

aœ アシスタント用顕微鏡 •	 別体式アシスタント用顕微鏡
•	 詳しくは個別の取扱説明書および組立手順書を参照
してください
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9.2	 患者側

A

B DC 9 10/

7

8

A 	レンズ
B 	ライカ RUV800
C 	 Oculus BIOM
D 	ホルダー付き保護グラス
9 aœ アダプター付きアシスタント用顕微鏡
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図中の番号 図版 コンポーネント/アクセサリー

A 対物レンズ APO WD175
対物レンズ APO WD200
対物レンズ f = 175 mm
対物レンズ f = 200 mm
対物レンズ f = 225 mm

B ライカ RUV800 WD175
ライカ RUV800 WD200

•	 患者の眼底観察用
•	 詳しくは個別の取扱説明書を参照してく
ださい

C Oculus BIOM •	 他社製品。他社からのみ購入

D 保護グラス用ホルダー

D 保護グラス
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患者側での組み合わせオプション

対
物
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UV
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保
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ス
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バ
ー

アシスタント用顕微鏡 ✔ – – ✔ – – – – –

ライカ RUV800 1) 1) ✔ ✔ – – – – –

Oculus BIOM ✔ ✔ – ✔ ✔ – – – 2)

保護グラス ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ – – – ✔

ダストカバー ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ – – 2) ✔

1) ディスタンスピース 10743425 で調整
2) 特殊保護スリーブ付き

9.3	 ライカ M620 F20 用のビデオ
アクセサリー

1

2

3

1	 ビームスプリッター（50/50 % または 70/30 %）、回転式ビームスプ
リッター

2	 ビデオアダプター（ライカ ZVA / RVA / MVA）
3	 C マウントカメラ

ビデオアダプター

•	 C マウントが付いた市販ビデオカメラ向け。アダプター付き。
•	 ビデオアダプター（2）はビームスプリッターに取り付けます。
•	 ライカ ズームビデオアダプター向けのズームおよび微動フォーカス
機能。

ライカ ズームビデオアダプターの同焦点を調整してください。

	X 最大倍率にセットします。
	X 輪郭のはっきりした平坦な試験用試料を対物レンズの下に置きます。
	X 接眼レンズを覗き、顕微鏡の焦点を合わせます。
	X 最小倍率にセットします。
	X ライカ ズームビデオアダプターの倍率を最高（f  =  100 mm）にし
ます。
	X ライカ ズームビデオアダプター上のモニター像の焦点を合わせ 
ます。
	X ライカ ズームビデオアダプターの倍率を希望する値に設定します。
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9.4	 荷重表

最大荷重の値は、46 ページの「テクニカルデータ」の章を参照してください。

ライカ M620 F20 装置、シリアル番号 ....................................................

顕微鏡ポートからスタンドにかかる最大荷重 ........... kg

設置

グループ 品番 説明 重量 数量 合計

アシスタント 10448231 アシスタント顕微鏡（アダプターを含む）： 1.10 kg                         ,      

10446482 ビームスプリッター 70/30 0.41 kg                         ,    

10446565 ビームスプリッター 50/50 0.41 kg                         ,    

10448487 回転式ビームスプリッター 50/50 1.04 kg                         ,    

10448354 回転式ビームスプリッター 70/30 1.04 kg                         ,    

10446992 ステレオアダプター 0.22 kg                         ,    

10448597 アシスタント用ステレオアタッチメント 1.01 kg                         ,    

光学系 10445937 対物レンズ APO WD200
0.41 kg                         ,    

10445938 対物レンズ APO WD175

10431692 対物レンズ f = 175 mm

0.20 kg                         ,   10382162 対物レンズ f = 200 mm

10457297 対物レンズ f = 225 mm

10448547 双眼鏡筒、10°～ 50°、タイプ II、ウルトラロー鏡筒 1.42 kg                         ,     

10448217 双眼鏡筒、角度調整 5°～ 25°、PD 付き 0.74 kg                         ,     

10448159 双眼鏡筒、10°～ 50°、PD 付き 1.26 kg                         ,     

10446797 双眼鏡筒、30°～ 150° 0.81 kg

10448088 双眼鏡筒、可変 0°～ 180°、T 字型、タイプ II L 1.42 kg                         ,     

10446574 双眼鏡筒、傾斜式、T 字型、タイプ II 0.74 kg                         ,     

10446618 双眼鏡筒、45° 0.56 kg                         ,    

10448028 接眼レンズ、10×

0.10 kg10448125 接眼レンズ、8.33×                         ,    

10446739 接眼レンズ、12.5×

アシスタントおよび光学系の荷重 小計 1                         ,    

続行するには、次のページを参照してください。
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設置

グループ 品番 説明 重量 数量 合計

眼球前部用の
アクセサリー

10448554 ライカ ToricEyePiece 0.10 kg                         ,     
                        

眼球後部用の
アクセサリー

10448555 ライカ RUV800 WD175、一式
0.53 kg                         ,     

10448556 ライカ RUV800 WD200、一式

10448392 Oculus SDI 0.72 kg                         ,     

10448041 Oculus BIOM、一式 0.68 kg                         ,     

レーザーフィルター 0.30 kg                         ,     

レーザーマニピュレータ 0.30 kg                         ,    

滅菌可能
コンポーネント

10180591 クリップオンハンドル 0.08 kg                         ,     

20384656 透明カバークリップオンハンドル 0.02 kg

10428238 T 字型双眼鏡筒、設定ノブカバー 0.01 kg                         ,     

10446468 保護グラス用ホルダー 0.10 kg                         ,     

10446467 保護グラス 0.06 kg                         ,     

ダストカバー                         ,     

撮影記録 10446592 ライカ ズームビデオアダプター 0.76 kg                         ,     

10448292 ライカ リモートビデオアダプター 0.44 kg                         ,     

10448290 ライカ手動ビデオアダプター 0.42 kg                         ,     

眼球前部 /後部用のアクセサリー、滅菌可能コンポーネント、撮影記録の荷重 小計 2                         ,    

アシスタントおよび光学系の繰り越し荷重 小計 1                         ,    

システム全体 荷重
                        ,    

このリストには、標準的な装置品目が含まれています。予告な
く変更することがあります。

ライカ M620 F20 / Ref. 10 714 371 / バージョン 01 39



お手入れとメンテナンス

10	 お手入れとメンテナンス
10.1	 手入れに関する注意事項
•	 作業中断時には顕微鏡にダストカバーを掛けます。
•	 使用していないアクセサリーは塵埃のない場所に保管してください。
•	 塵埃はベローズと柔らかいブラシで除去します。
•	 対物レンズと接眼レンズの清掃には光学系クリーニング用布と高純
度アルコールを用います。

•	 湿気、蒸気、酸、アルカリ、腐食性物質が手術用顕微鏡に触れないよ
うにします。装置の近くで化学薬品を保管しないでください。

•	 手術用顕微鏡の不適切な操作を防止する必要があります。他の装置
ソケットを設置すること、光学系や機械部品のネジを緩めることは、
本書に明確な指定がない限り厳禁です。

•	 手術用顕微鏡が油脂に触れないようにします。ガイド面や機械部品
に注油したりグリースを塗布したりすることは厳禁です。

•	 汚れは湿した布で拭き取り、布を廃棄してください。
•	 手術用顕微鏡の消毒には、下記を活性成分とする表面滅菌剤を含む
混合液を使用します。
- アルデヒド 
- アルコール 
- 第 4 級アンモニウム化合物

損傷を避けるため、下記を含む製品を使用しないでください。
•	 ハロゲンを放出する物質
•	 強い有機酸
•	 酸素供与性化合物

殺菌剤製造元の指示を遵守してください。

ライカ マイクロシステムズと保守契約を締結されることをお勧
めします。

10.2	 コントロールパネルのクリーニング

注意 
コントロールパネルの損傷
装置の照明は有害となる可能性があります。眼の損傷の危険
性は曝露時間とともに増大します。
	X コントロールパネルの操作は、必ず指で行ってください。
	X 木製や金属製、樹脂製の固くて先のとがった物を、決して
使用しないでください。
	X コントロールパネルを清掃する際に、研磨剤を含む洗剤は
決して使用しないでください。表面が傷つき、画面が見え
にくくなる可能性があります。

	X コントロールパネルのクリーニングを行う前に、ライカ M620  F20 
をオフにし、電源から切り離してください。
	X コントロールパネルを糸くずの出ない柔らかい布で清掃します。
	X 洗浄剤はタッチパネルに直接塗布せず、クリーニングクロスに塗布
します。
	X コントロールパネルのクリーニングには、ガラス /メガネまたは樹脂
用の市販の洗浄剤を使用します。
	X コントロールパネルを押さずにクリーニングしてください。

コントロールパネルは、医療分野で使用されるほとんどの殺菌
剤に対して耐性があります。

10.3	 保守
ライカ M620 F20 手術用顕微鏡は基本的にメンテナンスフリーです。常
に安全で信頼性の高い操作を確保するために、ライカ マイクロシステ
ムズに問い合わせて予防措置を取ることをお勧めします。
定期的な検査を設定したり、適切な場合には保守契約を結ぶことがで
きます。

ライカ マイクロシステムズと保守契約を締結されることをお勧
めします。

修理には必ず純正スペアパーツを使用してください。
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10.4	 ライカ フットスイッチの手入れと保守
毎回処置の終了後に、ライカ フットスイッチを温水（60 °C 以下）で清
掃してください。フットスイッチは基本的にメンテナンスフリーです。不
具合がある場合は、担当のサービスネットワークまでご連絡ください。

10.5	 ヒューズの交換

警告 
致命的な感電の危険。
	X ヒューズを交換する前に、電源ケーブルを装置の電源ソ
ケットから抜いてください。

�

�

ヒューズは電源ソケットのヒューズホルダー（2）内にあります。
	X ドライバーを用いてヒューズホルダー（2）を起こし、手で引き出し
ます。
	X ヒューズ（1）を交換します。

6.3 AH のタイムラグヒューズのみを使用してください。

	X ヒューズホルダー（2）を元の位置に戻し、手で完全に押し込みます。

10.6	 ランプの交換
注意 
やけどの危険。
ランプおよび照明マウントは高温になることがあります。
	X ランプを取り外す前に、ランプと照明マウントが冷えている
ことを確認します。

2

3

不良ランプは操作直後に交換し、交換ランプがいつでも使用
できるようにしてください。
必ずライカの純正交換ランプを使用してください。

	X ランプ交換カバー（2）を開きます。

ランプを交換する前に、手術用顕微鏡を電源から取り外してく
ださい。

	X ハロゲンランプおよびベース（3）をホルダーから取り出します。
	X ハロゲンランプおよびベースをホルダーにカチッと音がするまで挿
入します。
	X ランプ交換カバー（2）を閉じます。

10.7	 機能チェック
照明

	X メインスイッチを入れます。
メイン照明が点灯します。
	X 補助照明に切り替えます。

補助ランプが点灯します。
	X メイン照明に戻します。

フットスイッチ

	X フットスイッチを配置します。
	X フットスイッチですべての機能をテストします。
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10.8	 滅菌後再使用可能な製品の 
再処理についての注意事項

10.8.1	一般
製品

ライカ マイクロシステムズが提供する、回転ノブ、対物レンズ保護グラ
ス、キャップなどの再使用可能な製品

再処理の限界：

クロイツフェルトヤコブ病（CJD）またはその変異型（vCJD）の感染が確
認されたか、感染が疑われる症例に関連して使用した医療用製品の再
処理に関しては、各国の関係法規に従ってください。
原則としては、これらの患者の処置に使用した滅菌後再使用可能な製
品は、焼却によって安全に処分することができます。

作業の安全衛生管理

汚染された製品の処理に当たる作業者については特に作業の安全衛生
管理に注意を払う必要があります。製品の準備、クリーニング、殺菌処
理に当たっては、最新の病院衛生感染予防規則を守ってください。

再処理の限界

これらの製品は、頻繁に再処理を行っても、製品に影響を及ぼすこと
はほとんどありません。製品のライフサイクルの終わりは、通常は摩耗、
経年変化、使用中の損傷などによって決まります。

10.8.2	指示
抗菌コーティング

装置の主要部分には、微生物の繁殖を防ぐように設計された抗菌コー
ティングが施されています。

警告 
感染の危険。
この抗菌コーティングは、関係法規に従った通常のクリーニン
グ・滅菌手順に代わるものではありません。
	X 関係法規に従って、通常通り装置のクリーニング・滅菌処
理を行ってください。

使用する場所

表面の汚れは布またはペーパータオルで拭き取り、廃棄します。

保管および輸送

特別の条件はありません。
製品の再処理は使用直後に行うことを推奨します。

クリーニングの準備

製品を手術用顕微鏡から取り外します。

クリーニング：手作業

用具：流水、洗剤、アルコール、マイクロファイバークロス
手順：
1.	 製品表面の汚れを洗浄します（温度 40 °C 未満）。汚れの程度によっ
ては、洗浄剤を使用します。

2.	 光学系にしつこい汚れ（指紋、グリースの筋など）がある場合は、ア
ルコールを使ってクリーニングすることも可能です。

3.	 製品の光学部品以外の部分は、使い捨てクロスまたはペーパータ
オルで拭きます。光学部品の表面はマイクロファイバークロスで拭
きます。

クリーニング：自動

用具：洗浄 /殺菌装置
光学部品を装備した製品を洗浄 /殺菌装置で洗浄することはお薦めで
きません。また光学部品は損傷を防ぐため、超音波浴での洗浄を避け
てください。

殺菌処理

アルコール性殺菌剤（例えば「Mikrozid Liquid」）をラベルの指示に従っ
て使用します。
光学部品の表面は殺菌の後、必ず新鮮な飲用水、ついで新鮮な脱塩水
で洗浄してください。製品は滅菌に移る前に完全に乾燥させることが必
要です。

保守

特別の条件はありません。

点検と機能試験

回転ノブとハンドルの取り付けの安全性を点検します。

包装

個別に包装します。標準的な PE バッグを用いて差し支えありません。
バッグは閉止部に余分な力がかからないよう、十分な大きさのものを
使用してください。

保管

特別の条件はありません。
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その他の情報

なし

滅菌処理

以下のリストは、ライカ マイクロシステムズで提供している手術用顕微
鏡用の滅菌可能コンポーネントの一覧です。

製造者連絡先

ライカ マイクロシステムズまたはお取引ディーラー
Leica Microsystems (Switzerland) AG, Medical Division は製品の処
理に関する上記の指示事項が再使用に関して適切であることを確認済
みです。再処理設備において、必要な装置、資材、人員を用いて再処理
を行い、望ましい結果を得ることは再処理実施者の責任です。このため
には一般に、再処理プロセスの確認と日常的監視が必要です。実施者
はさらに、上記指示事項からの逸脱があったときには十分に検討し、処
理の有効性および好ましくない結果を生ずる可能性を判断しなければ
なりません。

10.8.3	滅菌処理の一覧表
以下は、Leica Microsystems (Switzerland) AG メディカル部門が提供する、手術用顕微鏡の滅菌可能コンポーネントの一覧表です。

許容される滅菌方法

品番 名称 スチーム
（オートクレーブ） 

134 °C、10 分間以上

酸化エチレン 
最高温度 60 °C

10180591 クリップオンハンドル X

10428328 回転ノブ、双眼鏡筒 X

10384656 回転ノブ、透明 X

10443792 延長レバー X

10446058 保護グラス、マルチフォーカスレンズ X 1)

10446469 対物レンズ用保護グラス、ライカ M680/FL400 X 1)

10446467 対物レンズ用保護グラス、ライカ M840/M841 X 1)

10445341 ライカ M655 用ハンドル、滅菌可能 X

10445340 ライカ M655/M695 用キャップ、滅菌可能 X

10446842 ライカ M400 用ハンドル、滅菌可能 X

10448440 ライカ M320 ハンドル用カバー、滅菌可能 X

10448431 対物レンズ保護グラス、ライカ M320 X 1)

10448296 対物レンズ用保護グラス、ライカ M720、交換部品（10 個入りのパッケージ） X 1)

10448280 対物レンズ用保護グラス、ライカ M720、一式、滅菌可能 X 1)

10448581 RUV800 用カバー、滅菌可能 X

1) �光学部品を含む製品は、上記条件を遵守すればオートクレーブ滅菌も可能です。しかしながら蒸気滅菌ではガラス表面に点状・線状の層が残り、光学的性能が
劣化することがあります。
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11	 廃棄
本製品を廃棄するときは、各国の適用法令に従い、適切な廃棄業者に廃棄を依頼してください。装置の梱包材はリサイクルしてください。

12	 こんなときは ...
電動部品が正しく動作しないときは、まず次の点を確認してく
ださい。
•	 主電源スイッチが入っているか
•	 電源ケーブルが正しく接続されているか
•	 すべての接続ケーブルが正しく取り付けられているか

12.1	 一般的な不具合
不具合 原因 解決策

スイングアームが自然に上昇または下降する。 スイングアームのバランス調整が正しくありま
せん。

	X スイングアームのバランスを調整します
（16 ページ参照）。

バランスを最高レベルに設定してもスイング
アームが下降する。

アクセサリーと顕微鏡の合計重量が重すぎます。 	X 総重量を減らします。

手術用顕微鏡を移動できない、または大きな
力を掛けないと移動できない。

関節ブレーキが堅すぎます。 	X 関節ブレーキを緩めます（17 ページ 
参照）。

フットスイッチで機能が起動できない。 配線接続が緩くなっています。 	X 主電源ケーブルを点検します。
	X フットスイッチの接続を点検します。

コントロールユニットで割り当てが正しく入力
されていません。

	X コントロールパネルでフットスイッチの割
り当てを確認します（30 ページ参照）。

12.2	 顕微鏡
不具合 原因 解決策

顕微鏡の照明が点灯しない。 クイック交換ランプマウントが正しい位置にあ
りません。

	X クイック交換ランプマウントを反対側に動
かします。
	X クイック交換ランプマウントを定位置に完
全にスライドさせます。

「不良ランプ警告」が点滅している。 メインランプおよび /または補助ランプが不良
です。

	X ランプを点検し、不良ランプを交換します。

画像が鮮明なままにならない。 接眼レンズが正しく取り付けられていません。 	X 接眼レンズをいっぱいまで締め込みます。

視度の設定が正しくありません。 	X 指示に正確に従って視度調整を行います。

好ましくない反射がある。 対物レンズカバーが滅菌ドレープに正しく取り
付けられていません。

	X 滅菌ドレープの対物レンズカバーを対物レ
ンズに取り付け、カバーを前方にわずかに
傾けます。

境界部分で像の一部が欠ける。 フィルターホルダーが正しく挿入されていません。 	X フィルターホルダーをオプティクスキャリ
アに完全に押し込みます。

XY が正しくない方向に移動し、コントロール
パネルの XY 反転アイコンが点滅している。

XY 反転が有効になっています。 	X すべてリセットするか、 フットスイッチで 
XY 反転を無効にします。
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12.3	 TV、写真
不具合 原因 解決策

モニター画面の像が暗い ビデオカメラまたはモニターの設定が正しくあ
りません。

カメラおよび /またはモニターの設定を最適化
します（製造者の取扱説明書を参照してくだ 
さい）。

デュアルアタッチメント内のフィルターが正し
く設定されていません。

	X 明るさを調節するか、デュアルアタッチメ
ント内のフィルターを交換します。

写真がぼやける。 同焦点の設定が不適切です。 	X 顕微鏡の同焦点設定を確認します（23 
ページ参照）。

試料に焦点が合わない 試料に正確に焦点が合っていません。 	X 焦点を正確に合わせます。必要に応じてレ
チクルを利用します。

上記にない機能障害が装置に生じている場合は、お取引ディー
ラーにご連絡ください。
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13	 テクニカルデータ
13.1	 電気仕様
電源ソケット

F20 フロアスタンド	 水平アーム中央に配置  
100‑240 V AC、50/60 Hz

ヒューズ	 2 × T 6.3 AH 250 V
消費電力	 250 VA
保護クラス	 クラス I

13.2	 手術用顕微鏡
変倍ノブ	 ズーム 6:1、電動 

可変速度

XY ユニット	 X 方向と Y 方向の両方の移動範囲 
50 mm、

	 速度を調節可能、
	 スイッチオン時のオートリセット、
	 ボタン操作によるリセットオプションおよ

びオートリセット

フォーカス	 電動、50 mm、速度を調節可能、
	 スイッチオン時のオートリセット、
	 ボタン操作によるリセット オプションお

よびオートリセット

傾斜	 ±5° 手動微調整

対物レンズ	 アポクロマート WD = 175 mm および 
200 mm 
f = 175 mm 
f = 200 mm 
f = 225 mm

接眼レンズ	 眼鏡使用者用広視野接眼レンズ 10×  
（オプションで 8.33× および 12.5×）

照明	 均一な同軸照明、直径 60 mm
	 明るさを調節可能、
	 6°照明をブロック可能、
	 クイック交換ランプマウント、
	 12 V/50 W ハロゲンランプ 2 個付き、
	 IR 保護フィルター、固定式、
	 GG420 UV 保護フィルター、固定式、
	 GG475 UV 保護フィルター、切り替え可

能（オプション）、
	 オプションの直径 32 mm のフィルター

用スロット 2 個

13.3	 スタンド
キャスタ	 4× Ø 100 mm
フットブレーキ	 4× キャスタに内蔵

総重量	 約 270 kg + 最大荷重

スイングアームブレーキ	 ブレーキノブ付き機械式関節ブレーキ 
3 個、垂直移動用ロッキングレバー× 1

荷重	 最大 6.5 kg、顕微鏡のダボテールリン
グインターフェースから

スペース要件 
レスト（パーキング）

ポジション	 ベース 608 × 608 mm 
最小高さ：約 1902 mm

範囲	 最大伸長：約 1444 mm
昇降	 約 620 mm
バランス調整	 ガススプリング

回転範囲	 軸 1（支柱用）：停止なし 
軸 2（中央）：+180/–135° 
軸 3（XY カップリング上）:  
+180/–155°

13.4	 光学系のデータ
対物レンズ f = 175 mm

接眼レンズ 総合倍率（mm） 実視野 Ø（mm）
最小 最大 最小 最大

8.33 × 22 3.3 19.8 55.4 9.2

10 × 21 4.0 23.8 52.9 8.8

12.5 × 17 5.0 29.8 42.8 7.1

対物レンズ WD = 175 mm / f = 200 mm
接眼レンズ 総合倍率（mm） 実視野 Ø（mm）

最小 最大 最小 最大

8.33 × 22 2.9 17.4 63.4 10.6

10 × 21 3.5 20.8 60.5 10.1

12.5 × 17 4.3 26.1 49.0 8.2

対物レンズ WD = 200 mm / f = 225 mm
接眼レンズ 総合倍率（mm） 実視野 Ø（mm）

最小 最大 最小 最大

8.33 × 22 2.6 15.4 71.3 11.9

10 × 21 3.1 18.8 68.0 11.1

12.5 × 17 3.9 23.2 55.1 9.2
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13.5	 コントロールユニット 
以下の接続ソケット
•	 電源ケーブル
•	 フットスイッチ
•	 ゼロポイント調整

ディスプレイ
•	 明るさ
•	 倍率
•	 ズーム、フォーカス、XY の速度
•	 ユーザー設定
•	 XY 反転
•	 不良ランプ
•	 フットスイッチ設定
•	 サービスメニュー

動的メニューによるコントロールパネルでの操作
•	 明るさ、倍率の設定
•	 ズーム、フォーカス、XY の速度
•	 すべて、XY、フォーカスのリセット
•	 個々のユーザーの選択 /プログラム

13.6	 構成と重量
顕微鏡ポートからスタンドにかかる最大荷重は次のとおりです。

スタンド F18 F20

最大荷重 5.4 kg 6.5 kg

警告
手術用顕微鏡が下方向へ動いて怪我をするおそれがあります。
	X コンポーネントやアクセサリーを取り付けたときに最大荷重
を超えないようにしてください。
	X 上の荷重表を参照して総重量を確認してください。

総重量は、38 ページの「荷重表」を使用して算出します。

13.7	 周囲条件
使用時	 +10 °C ～ +40 °C、 

+50 °F ～ +104 °F、 
相対湿度 30 % ～ 75 %、 
大気圧 780 mbar ～ 1013 mbar

保管時	 –40 °C ～ +70 °C、 
–40 °F ～ +158 °F、 
相対湿度 10 % ～ 100 %、 
大気圧 500 mbar ～ 1060 mbar

搬送時	 –40 °C ～ +70 °C、 
–40 °F ～ +158 °F、 
相対湿度 10 % ～ 100 %、 
大気圧 500 mbar ～ 1060 mbar

13.8	 電磁適合性（EMC）
装置が適合する環境
病院、ただし EM 攪乱強度の高い、作動中の電気手術器の近傍および 
MRI（磁気共鳴診断装置）用 ME システムの高周波遮蔽室を除く。

放射特性

CISPR 11 クラス A、グループ 1

高調波歪：IEC 61000-3-3 による クラス A

電圧変動およびフリッカー：
IEC 61000-3-3 による

クラス A、図 3-7 参照
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イミュニティ

•	 静電放電（IEC 61000-4-2）： CD +/- 8 kV、AD +/- 15 kV

•	 放射無線周波電磁界
（IEC 61000‑4-3）： 

80～ 2700 MHz

10 Vm

•	 近接無線周波電磁界
（IEC 61000-4-3）： 

380～ 5785 MHz

9 V/m、28 V/m

•	 電気的高速過渡 /バースト現象
（IEC 61000-4-4）：

± 2 kV: 電源ライン

•	 サージ（IEC 61000-4-5）： ± 1 kV：ライン－ライン間 
± 2 kV：ライン－アース間

•	 無線周波数によって誘導される
伝導妨害（IEC 61000-4-6）：

10 V rms

•	 電源周波数磁界 
（IEC 61000-4-8）：

30 A/m

•	 電圧ディップおよび瞬時停電
（IEC 61000-4-11）：

IEC 60601-1-2:2014による

13.9	 適合規格
•	 医用電気機器、第 1 部：安全性に関する一般的要求条件 IEC 

60601-1、EN 60601-1、UL60601-1、CAN/CSA C22.2 NO 60601-1-
14:2014。

•	 電磁両立性 IEC 60601-1-2、EN 60601-1-2
•	 Leica Microsystems (Schweiz) AG の Medical Division は、品質管
理および品質保証に関する国際規格 ISO 13485 による管理システム
の認定を受けています。

13.10	使用上の制限
•	 ライカ M620 F20 は、密閉室内の堅牢で平坦な床上でのみ使用でき
ます。

•	 0.3°以上の傾斜がある床では、装置が横滑りして機能障害が起こるこ
とがあります。

•	 ライカ M620  F20 は、20 mm より高い段差を乗り越えることはでき
ません。

•	 補助具なしで、ライカ M620  F20 は、高さ 5 mm 以下の段差を乗り
越えることができます。
•	 ライカ M620  F20 を 5～ 20 mm の段差を乗り越えて移動させるに
は、パッケージに含まれるウェッジ（1）を使用してください。

�

	X ウェッジ（1）を段差の前に置きます。
	X 手術用顕微鏡を段差を越えて移動させるには、ハンドレールを押し
て「移動ポジション」にします。
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13.11	寸法

1145

19
02

「移動ポジション」（寸法の単位 mm）
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